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2024年3月期 第１四半期 連結決算概要①
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2023年３月期
第１四半期

2024年３月期
第１四半期

増減

売上 （百万円） 3,395 1,620 ▲1,774

営業利益又は営業損失(▲) （百万円） 393 ▲48 ▲441

経常利益又は経常損失(▲) （百万円） 319 ▲105 ▲424

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失(▲)

（百万円） 199 ▲62 ▲262

１株当たり四半期純利益又は
１株当たり四半期純損失(▲)

（円） 36.02 ▲8.72 ▲44.74

不動産開発・販売セグメントおよびマンションセグメントに関して、前年度の新規分譲マンション販売が好調であったため、当期の期首におけるマンション完成在

庫が少なかったことに加えて、ポストコロナの消費行動が本格化したことでレジャー関連の需要が旺盛となり、モデルルーム等への集客が減少し、販売数が計画を

やや下回りました。また当第1四半期は法人向けの大型不動産の取引がありませんでした。

不動産開発・賃貸セグメントにおいては、前年度に取得した賃貸用不動産が堅調に稼働し、ストック収益が拡大しました。

これらの結果、売上が前年同期比で52.3％減、営業利益は48百万円の損失となりました。

戸建・マンション販売が予算をやや下回る結果。



2023年3月期
期末残(a)

2024年3月期
第１四半期(b)

増減
(b)-(a)

資産合計 41,439 41,411 -28

流動資産合計 19,902 19,571 -331

∟現金及び預金 4,773 3,502 -1,271

∟棚卸資産 14,542 15,355 813

固定資産合計 21,537 19,731 -1,806

∟土地 12,311 12,454 143

∟減価償却資産 6,778 6,845 67

負債合計 30,552 30,801 249

流動負債合計 7,893 8,949 1,056

∟短期借入金等 5,468 6,945 1,477

固定負債合計 22,658 21,851 -807

∟長期借入金 19,245 18,257 -988

∟資産除去債務 123 342 219

純資産合計 10,887 10,610 -277

負債・純資産合計 41,439 41,411 -28

2024年3月期 第１四半期 連結決算概要②
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(金額単位:百万円)

マンション建設や販売用土地の造成工事等の進捗に応じて、

仕掛販売用不動産が増加しました。

不動産開発工事の進捗に応じて短期の借入金が増額しま

した。

当期完成予定の工事が順調に進捗。

不動産仕入れや、工事代金の支払い等により現金が減少し

ました。
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不動産開発・販売セグメントの戸建販売およびマンションセグメントにおいて、全体的に集

客数が計画を下回ったことで完成在庫の販売が計画未達となりました。

[今後の見通し]

都市部におけるマンション販売の集客は回復傾向にありますが、郊外の戸建販売に関す

る集客が課題と考えており、販促活動の見直しや商品企画の改善を進めております。

第2四半期以降については、埼玉エリアにおける店舗開発や法人向けの不動産販売によ

る売上を見込んでおり、通期計画の達成に向けた営業活動を進めてまいります。

通期の業績予想についての変更はございません。

(百万円)

集客が計画を下回ったことで、売上計画が未達。



2024年3月期 第１四半期 利益予算の進捗
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2024年3月期の通期計画は、下半期に物件の竣工・引渡しが集中しているため、下半

期（特に年度末）における利益が集中する計画としております。

当第1四半期においては、売上実績が計画を下回ったことにより、営業利益も計画を下

回る結果となりました。

[今後の見通し]

当第1四半期における営業利益は計画未達となりましたが、十分に挽回できる範囲と考

えております。
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II. トピックス
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（2024年3月期 第1四半期 トピックス）
マンションブランド（UNIHEIM（ユニハイム）

のリブランディングとムービー公開

ユニハイムは、一般的な所得のファミリー層をターゲットに、大量生産によるコストダウンや、高級感や憧れをくすぐる

ような戦略ではなく、一品一様の視点で、地域に合った商品を一つ一つ工夫を凝らしながら提供してきました。

「買ってよかった、住んでよかった」と心から思ってもらえるブランドになるために、お客様の声に耳を傾け、あたり前の

ことを、あたり前にお届けする。約半世紀の間、変わらず大切にしてきたその想いを言葉に込めました。 

今回のリブランディングでは、事業ブランドの競争力を強化するために、予てより認知されていた「親しみ」のあるブラ

ンドを強調することを目指し、ブランドスローガンを「ふだんを、豊かに。」に一新しました。 

ブランドムービーのコンセプトは、豊かさは、いつもあなたの隣にいる。 

毎日の暮らしの中で、豊かさを感じる瞬間はいつでしょうか。自分へのご褒美を買ったときー。かけがえの

ない人と同じ時間を共有するときー。その瞬間は、人によって様々かもしれません。私たちは、「豊かさは、毎

日の暮らしの中にある。」と考えています。今回のブランドムービーでは、小野ゆり子氏が演じる、どこにで

もいる普通の女性が日常の「ちょっといい」エピソードを積み重ね、なんでもない日常こそが豊かである姿を

描いています。30 代の女性がなにげない日々の中で「ああ、これよく分かる。」と共感していただけるような

ストーリーです。 

ブランドムービー https://youtu.be/vyPmFLp7Rf0

https://youtu.be/vyPmFLp7Rf0
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（2024年3月期 第1四半期 トピックス）
地方都市の好立地物件を取得。

（7月リリース）
所在：石川県金沢市（同エリア初進出案件）
目的：分譲マンション計画地
面積：449.28㎡
スケジュール：2027年3月期竣工（予定）

（6月リリース）
所在：埼玉県朝霞市
目的：分譲マンション計画地
面積：1,884.89㎡
スケジュール：2026年3月期竣工（予定）

和歌山本店
子会社

西宮支店
大阪本社

東京支店

子会社

子会社

兵庫・京都・奈良・大阪・
三重・和歌山にて

新規の開発案件が進行中

埼玉・東京・神奈川にて
新規の開発案件が進行中
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（2024年3月期 第1四半期 トピックス）
アナリストレポートを公開

▼日本語版（Japanese） 
https://corporateresearch.astrisadvisory.com/ja/yueg

▼英語版（English） 
https://corporateresearch.astrisadvisory.com/yueg

https://corporateresearch.astrisadvisory.com/ja/yueg
https://corporateresearch.astrisadvisory.com/yueg-1


III. 参考
（2024年3月期の通期計画）
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2023年3月期
（百万円）

2024年3月期
（百万円）

増減（％）

売上高 18,626 21,027 12.9

営業利益 2,508 2,178 △13.2

経常利益 2,134 1,726 △19.1

当期純利益 1,307 1,058 △19.1

増収・減益の計画

（参考：2024年3月期 通期計画）

2024年3月期の通期予算については、

新規で取得した物件のリニューアルコストや開発投資

が見込まれ、対前期比で減益予想としています。

ただし、2024年3月期のコスト増額分の約2割は、

新規取得した収益不動産の「減価償却費」とM&Aに

伴う「のれん償却費」であり、これらキャッシュ支出を伴

わない部分を除くと前期並みの利益水準となります。
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